
 

 

 
 

涙のあとにも、見上げた夜空に、希望が光ってる  

卒業生合唱「群青」 

６学年担任  

 いよいよ卒業式を迎える日が近付き、卒業生たちは新しい一歩を踏み出す準備を整えて

います。今年度の卒業式では、卒業生たちが心を込めて合唱曲「群青」を歌います。この

曲は、東日本大震災での津波と原発事故により、離ればなれになってしまった福島県南相

馬市立小高中学校の子どもたちと、音楽教諭の小田美樹先生によって作られた楽曲で、震

災後の復興を象徴する歌として多くの人々に愛されています。 

 この曲を作った、平成 24 年度卒業生は震災当時、中学 1 年生を修了する頃でした。東日

本大震災が発生し、津波によって小高の街は甚大な被害を受け、小高中の生徒が４人亡く

なり、そのうち２人は１年生だったそうです。それから原発事故により、生徒たちは、全

国に避難することになり、２年生に進級した人数は、わずか６、７人。避難した子のこと

を思い、小田先生と生徒たちが２年生から３年生にかけて歌詞を書き進めました。津波で

犠牲になった同級生、遠い疎開先から今も戻ってこない友人への思いを綴った日記や作文、

他愛もないおしゃべりから、３年生の思いを小田先生が書き留めていき、つなぎあわせ、

「群青」の歌詞ができ上がったそうです。 

 ２学期末、６年担任で、友達のことを思う気持ちが詰まった、この素敵な楽曲を子ども

達に歌ってもらおうと話し、３学期になってから子どもたちにこの曲を紹介しました。 

 この曲が作られた背景を知り、復興コンサートで実際に歌っている高校生の映像を見て

から、「群青」を歌っている自分たちの卒業式を想像した表情は真剣そのものでした。 

 それからの練習の日々。歌声はより感情的に、表情はより豊かになっていきました。時

には、涙をこぼす子もいました。「群青」の歌詞には、「涙のあとにも、見上げた夜空に、

希望が光ってる」と、あります。小学校６年間、子どもたちは、悲しいことも、楽しいこ

とも、様々な経験を積み重ねてきました。今までの友達に対する感謝の気持ちをしっかり

と胸に刻みながら、自分たちの歌声で未来への希望に満ちた歌声を披露してくれることで

しょう。 

 子どもたちが、友達と学校生活を通して多くのことを学んできた中で、教職員はもちろ

ん、保護者の皆様、地域の方々、そして学校全体が一丸となって支え合い、卒業生の成長

を見守ってきたことに心から感謝しています。子どもたちがこれから迎える未来には、様

々な挑戦や新しい出会いが待っていますが、それを乗り越えていく力を、これまでの経験

の中でしっかりと身に付けてきたことと思います。保護者の皆様、地域の皆様、そして卒

業生たちを支え続けてくださった全ての方々に、心から感謝申し上げます。これからも卒

業生がそれぞれの道で輝き続けることを信じて、温かいご支援をよろしくお願い申し上げ

ます。 

 卒業式の日、皆様と共に卒業生たちの新たな門出を祝えることを、心より楽しみにして

います。  

  

https://www.kiyotaminami-e.sapporo-c.e
d.jp/ 
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【日時】令和７年 3 月２１日（金） 午前 10 時 より  

【場所】清田南小学校 ３階体育館 

【児童登校時刻】 8 時 40 分～50 分 【 保護者入場開始】 9 時 4０分～ 

巣 立 っ て い く ６ 年 生 を 心 か ら 祝 う た め に 、 在 校 生 に よ る 校 内 の 装 飾 づ く り が 始 ま っ て い ま

す 。 ま た 、 ６ 年 生 は 「 卒 業 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 取 組 を 通 し て 、 学 校 へ の 感 謝 の 気 持 ち を 表 す こ

と を 計 画 し て い ま す 。  

卒 業 式 当 日 は 、 １ ～ ４ 年 生 は 休 業 日 と な り ま す 。 詳 し い 式 の 内 容 や 時 程 な ど は 、 後 日 配 付

の お 便 り で お 確 か め く だ さ い 。  

スキーボランティアありがとうございました！ 
 グ ラ ウ ン ド 、 滝 野 ス ノ ー ワ ー ル ド 、 北 広 島 ダ イ ナ ス テ ィ ス キ ー リ ゾ ー ト で の ス キ ー 学 習 が 終 了 し

ま し た 。 今 年 度 も 保 護 者 の 皆 様 の ご 協 力 を い た だ き 、 子 ど も た ち も 安 心 し て ス キ ー 学 習 に 取 り 組 む

こ と が で き ま し た 。 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 次 年 度 に つ き ま し て も 、 ご 協 力 の 程 よ ろ し く

お 願 い い た し ま す 。  

３ 月 行 事 予 定  

お 知 ら せ  

日 曜日 行　　　　　事 日 曜日 行　　　　　事

学 校 で は 、一 人 １ 台 端 末「 ク ロ ム ブ ッ ク 」

の 活 用 に 学 習 や 生 活 の 中 で 取 り 組 ん で い ま

す 。  

漢 字 の 練 習 や 文 字 の 書 き 込  

み で の 必 要 性 を 考 え 、 次 年  

度 よ り タ ッ チ ペ ン を 導 入 す  

る こ と と い た し ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

上 の 写 真 の よ う に 、 タ ッ チ 部 分 に 円 盤 型 の

ア タ ッ チ メ ン ト が つ い た 物 を 推 奨 い た し ま

す 。 次 年 度 に 向 け て 準 備 を よ ろ し く お 願 い

し ま す 。 な お 、 学 校 で も 新 年 度 、 希 望 販 売

を 行 い ま す 。 希 望 さ れ る 場 合 は 担 任 ま で 連

絡 く だ さ い 。  

 

3日 (月) 全校朝会⑦
児童委員会（最終）

４日 (火) 学年末参観・懇談　１・３・４年
（3・4年生　5時間授業）

５日 (水) 学年末参観・懇談　２・５年、わ
（2・5年、わ　5時間授業）

１９日 (水) 卒業式前日準備
（全学年5時間授業）

〇 日 課 表 の 変 更 を 行 い ま す 。  

今 年 度 「清 掃 ・昼 休 み １５分 」 

→次 年 度 「清 掃 １０分 ・昼 休 み１０分」  

 と 変 更 い た し ま す 。 そ れ に と も な い  

→ ５ 時 間 授 業 の 日  １ ４ ： １ ０ 分 下 校  

→ ６ 時 間 授 業 の 日  １ ５ ： ０ ０ 分 下 校  

   と な り ま す 。  

〇 学 級 編 制 に 変 更 が あ り ま す 。  

様 々 な 子 ど も と 関 わ る 機 会 を 増 や す  

こ と を 目 的 に 令 和 ８年 度の２年 生 より、 

１年 生 終 了 時にクラス替 えを行 います。 

変 更 点 に つ い て ご 確 認 よ ろ し く  

お 願 い い た し ま す 。  

お 子 様 の 在 校 中 に 下 校 先 の 変 更 を 伝 え る お  

願 い の 電 話 を 多 く 受 け 、通 常 業 務 に 影 響 が 出 て お

り ま す 。緊 急 時 を 除 き 、連 絡 を お 子 様 に 伝 え る こ

と は 致 し ま せ ん の で ご 理 解 を お 願 い し ま す 。  

 

20日 (木) 春分の日

21日 (金) 第49回　卒業証書授与式
（1～4年生　休業日）

25日 (火) 修了式・離任式　通知表配付
図書館閉館
通常4時間授業　給食なし

26日 (水) 春季休業（～4月7日まで）


